
問
題
協
議
会
（
以
下
任
協
）
へ

の
参
加
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
と
豊

栄
市
、
亀
田
町
、
横
越
町
な

ど
10
市
町
村
で
設
置
し
て
い

る
任
協
に
、
今
回
の
新
津
市

と
９
月
２
日
に
申
し
入
れ
を

し
た
小
須
戸
町
が
加
わ
り
、

本
市
を
中
心
と
し
た
12
市
町

村
に
よ
る
協
議
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
域
行
政
課

（
�
内
線
２
１
８
１
）
へ

広報テレビ　さわやか新潟（BSN 第１土曜11:00～11:30）※手話通訳付き　新潟市政ニュース（NST 毎週日曜8:55～9:00） すこやか新潟（TeNY 毎週日曜11:25～11:30）※手話通訳付き　にいがた子どもの広場（NT21 毎週日曜17:55～18:00）

市　報　に い が た （6）平成14年10月６日第　　　号1858

沼垂図書館 読 書 会
日時 10月16日午前10時～正午
会場 東地区公民館
テーマ図書 「北の国から（前・後編）」
倉本聰著（理論社）
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同図書館（�241-4116）へ

市視聴覚センター

16ミリ映写機操作講習会
日時 10月11日午後１時半～４時半
定員 先着12人
申し込み 同センター（�222-7400）へ

西地区公民館

親子のための海岸松林体験会
日時 10月26日午前10時～午後３時
会場 五十嵐地区の保安林
内容 自然観察、バーベキュー、ほか
対象 親子先着20人　参加費 200円
申し込み 同館（�261-0031）へ

市トレーニングセンター臨時休館
期日 10月９日（Ｊリーグ公式戦開催
のため）
問い合わせ 同センター（�266-8115）へ

ボランティアによる絵本を楽しむ会
テーマ 実りの秋　対象 幼児以上
申し込み 当日直接会場へ
期 日 会場・問い合わせ 時　間

午前10時半
～11時15分

午前10時半～11時

沼垂図書館（�241-4116）

鳥屋野図書館（�285-2372）
坂井輪図書館（�260-3242）

石山図書館（�286-5632）

10/12・26

10/12
10/12・19

10/16
午後２時～同45分松浜図書館（�259-7331）10/12

園芸センター 盆 栽 展
日時 10月12・13日午前９時～午後４時
申し込み 当日直接同センターへ
問い合わせ 同センターへ　※月曜休園

西総合スポーツセンター

初 心 者 テ ニス教室
日時 11月７日～12月16日午前10時～
正午（月・木曜全12回）
対象 60歳未満の人30人
参加費 7,000円
申し込み 10月18日（必着）までに往
復はがきに住所、氏名、電話番号、年齢、
性別、過去の受講の有無を記入し、五十
嵐1-6368-48、同センター（�268-
6400）へ　※応募多数の場合、初心者
を優先の上抽選

北地区スポーツセンター

減量のためのトレーニング教室
日時 10月21日～12月２日午後３時～
４時半（月・金曜全12回）
対象 成人先着30人　※毎回入場料
200円必要
申し込み 同センター（�258-0200）へ

鳥屋野地区公民館

元気いっぱい・親子体操教室
日時 10月11・18日正午～午後１時
対象 １歳以上の未就園児と保護者先着
20組　参加費 500円
申し込み 同館（�285-2371）へ

東総合スポーツセンター 親子遊戯教室
日時 10月11日午前10時～11時半
内容 リズム体操、遊具遊び、ほか
対象 幼児と保護者　※保護者のみ入場
料200円必要　持ち物 室内運動靴
申し込み 当日直接同センターへ
問い合わせ 同センター（�272-5150）へ

市のインターネット・サーバー停止
きょう６日午前10時から正午まで、

電気設備点検のため、インターネット・
サーバーを停止します。この間「市ホー
ムページ」「市モバイル情報」を見るこ
とができませんので、ご了承ください。

９
月
27
日
新
津
市
が
、
長

谷
川
市
長
に
広
域
合
併
に
つ

い
て
話
し
合
う
任
意
の
合
併

９
月
に
新
津
市
と
小
須
戸

町
か
ら
も
合
併
問
題
協
議
会

へ
の
参
加
の
意
思
表
示
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ

新
潟
都
市
圏
域
に
お
い
て

は
、
新
潟
市
を
は
じ
め
、
新

津
市
・
白
根
市
・
豊
栄
市
・

小
須
戸
町
・
横
越
町
・
亀
田

町
・
西
川
町
・
味
方
村
・
潟

東
村
・
月
潟
村
お
よ
び
中
之

口
村
の
４
市
４
町
４
村
の
12

市
町
村
で
、
合
併
問
題
に
向

け
て
の
協
議
体
制
が
整
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

関
係
12
市
町
村
が
そ
ろ
っ

て
は
じ
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
行
政

の
合
併
特
例
法
に
お
い
て

は
、
合
併
に
よ
り
、
一
般
的

に
は
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ

る
交
付
税
を
、
10
年
間
は

個
々
の
市
町
村
が
存
在
す
る

も
の
と
み
な
し
て
計
算
し
た

交
付
税
額
を
保
障
し
、
合
併

に
よ
る
不
利
益
が
生
じ
な
い

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

一
方
、
財
政
力
の
低
い
市

町
村
と
合
併
し
て
、
新
潟
市

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
ご
質
問
を
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

広
域
合
併
と

政
令
指
定
都
市

令
指
定
都
市
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
派
に
自

主
自
立
の
地
方
自
治
体
と

し
て
発
展
し
て
お
ら
れ
ま

す
。新

潟
圏
域
に
お
い
て

も
、
広
域
合
併
に
伴
う
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
や

建
設
計
画
、
市
の
権
限
の

拡
大
、
区
制
の
施
行
な
ど
、

政
令
指
定
都
市
化
に
伴
う

諸
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
さ
ら
に
議
論
し
、
政

令
指
定
都
市
を
目
指
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
新
潟
大
学
前
駅
の
北

側
に
第
３
駐
輪
場
が
、
10
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
＝
図
＝
。

こ
れ
は
、
同
駅
北
側
に
あ

る
第
１
駐
輪
場
の
慢
性
的
な

新潟大学前駅�

至 新潟大学�
国道116号�

第2駐輪場�

地下連絡通路�

第1駐輪場�

坂井砂山公園�

第
3
駐
輪
場�

ケアポートすなやま�

JR越後線�

国
道

116号�

ま
す
。

ま
た
、
12
市
町
村
が
合
併

い
た
し
ま
す
と
、
人
口
77
万
、

面
積
６
１
３
平
方
�
と
な
り

ま
す
。

人
口
、
面
積
が
大
き
く
な

り
す
ぎ
な
い
か
と
い
う
ご
質

問
も
あ
り
ま
す
が
、
仙
台
市

が
昭
和
63
年
に
合
併
し
て
、

平
成
元
年
に
政
令
指
定
都
市

に
指
定
さ
れ
た
際
は
、
人
口

90
万
、
面
積
７
８
８
平
方
�

で
し
た
の
で
、
そ
れ
よ
り
人

口
、
面
積
と
も
小
さ
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
の
特
例
措

置
に
よ
り
、
人
口
70
万
以
上

の
都
市
に
つ
い
て
、
政
令
指

定
都
市
と
し
て
の
指
定
が
見

込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
指
定
さ
れ
た
政

政
組
織
の
簡
素
化
、
合
理
化

に
よ
る
人
件
費
を
は
じ
め
と

す
る
行
政
経
費
の
大
き
な
削

減
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
に
よ
り
、

む
し
ろ
福
祉
や
環
境
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

収
容
台
数
不
足

と
、
そ
の
周
辺
の

放
置
自
転
車
の
解

消
を
目
的
に
整
備

し
た
も
の
で
す
。

敷
地
面
積
は
４

０
８
平
方
�
で
、

自
転
車
（
原
動
機

付
き
自
転
車
を
含

む
）
の
収
容
台
数

は
２
５
３
台
。
第

１
駐
輪
場
と
駅
南

側
の
第
２
駐
輪
場

を
合
わ
せ
る
と
約

８
５
０
台
駐
輪
可

11
月
10
日
に
開
催
す
る
図

書
館
講
演
会
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

同
講
演
会
は
、
10
月
27
日

か
ら
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ

て
実
施
。
本
市
出
身
で
、
児

童
文
学
の
名
作
「
冒
険
者
た

ち
」
な
ど
の
物
語
作
家
と
し

て
著
名
な
作
家
、
斎
藤
惇
夫

さ
ん
を
招
い
て
、
「
現
在
、

子
ど
も
た
ち
が
求
め
て
い
る

も
の
〜
子
ど
も
の
成
長
と
物

語
」
と
題
し
た
テ
ー
マ
で
語

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

オ
ル
ガ
ン
や
チ
ェ
ン
バ
ロ

の
名
手
で
あ
り
�
オ
ル
ガ
ン

の
限
界
に
挑
戦
す
る
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
�
と
称
さ
れ
る
、
武

久
源
造
が
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
に

初
登
場
。
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

の
「
四
季
」
よ
り
春
と
秋
、

武
久
に
よ
る
ル
ー
マ
ニ
ア
民

族
舞
曲
の
即
興
演
奏
な
ど
、

新
し
い
も
の
を
追
求
す
る
武

久
の
音
楽
が
楽
し
め
ま
す
。

開
演

11
月
６
日
午
後
７
時

会
場

同
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

３
０
０
０
円

※
同
館
と
市
内
の
主
な
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

聲
明
〜
阿
吽
の
音

聲
明
（
声
明
）
は
、
世
界

で
最
も
古
い
音
楽
的
伝
統
を

誇
る
と
い
わ
れ
る
仏
教
音

楽
。
旋
律
は
お
だ
や
か
で
美

進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
乗
降

客
は
伸
び
、
そ
の
数
は
１
日

約
５
５
０
０
人
と
、
市
内
に

あ
る
Ｊ
Ｒ
の
駅
（
13
駅
）
の

中
で
４
番
目
の
多
さ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
は

レ
ッ
ド
カ
ー
ド

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
は

ま
だ
ま
だ
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。無

秩
序
に
置
か
れ
た
放
置

自
転
車
は
、
歩
行
者
や
緊
急

車
両
の
障
害
に
な
る
と
と
も

に
、
特
に
目
の
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
障
害
物
と
な
る
な

能
と
な
り
ま
す
。

同
駅
は
、
昭
和
59
年
に
開

設
。
新
潟
大
学
へ
通
う
た
め

の
利
用
者
が
増
え
た
こ
と

や
、
同
駅
周
辺
の
宅
地
化
が

も
ら
う
「
黒こ

く

陶と
う

と
私
〜
も
う

一
つ
の
や
き
も
の
の
世
界
、

そ
の
出
会
い
や
魅
力
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
明
鏡
高
校
で
行

わ
れ
て
い
る
陶
芸
教
室
の
公

開
講
座
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
秋
田
県
の
出

身
。
現
在
は
紫
雲
寺
町
に
在

住
し
、
陶
芸
家
と
し
て
幅
広

い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

陶
芸
作
家
と
し
て
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
佐
藤
公
平

さ
ん
を
招
き
、
11
月
３
日
に

陶
芸
に
つ
い
て
の
思
い
や
経

験
談
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て

日
時

11
月
10
日
午
後
２
時

〜
４
時

会
場

東
地
区
公
民
館

定
員

１
０
０
人

申
し
込
み

10
月
21
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

講
演
会
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
９

５
０
・
０
０
８
３
、
蒲
原
町

７
・
１
、
沼
垂
図
書
館
（
�

２
４
１
・
４
１
１
６
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

し
く
心
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
音
楽
で
す
。

古
代
イ
ン
ド
を
発
祥
の
地

と
し
、
絹
の
道
を
経
て
奈
良

時
代
に
日
本
に
伝
来
。
歌
舞

伎
や
能
、
浄
瑠
璃
と
い
っ
た

日
本
の
音
楽
の
源
流
と
な
り

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

開
演

12
月
12
日
午
後
７
時

会
場

同
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
３
５
０
０

円
、
Ａ
席
２
５
０
０
円
、
Ｂ

席
１
５
０
０
円
　
※
10
月
11

日
か
ら
同
館
と
市
内
の
主
な

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

問
い
合
わ
せ

同
館
チ
ケ
ッ

ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２

４
・
５
５
２
１
）
へ

し
ょ
う
み
ょ
う

あ
　
う
ん

ど
迷
惑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
す

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

西
土
木
事
務

所
（
�
２
６
８
・
４
０
5
０
）
へ

日
時

11
月
３
日
午
後
２
時

〜
４
時

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ス
タ

ジ
オ
Ｂ

定
員

70
人

申
し
込
み

10
月
21
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
生
涯
学
習
課

（
�
内
線
３
２
５
４
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

サ
ー
ビ
ス
の
実
態
の
比
較
や

将
来
に
向
け
て
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
、
ま
ち
づ
く

り
の
諸
事
業
の
討
議
な
ど
を

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
わ

け
で
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

共
通
の
協
議
の
場
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
、
大
変
有
意

義
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
歴
史
や

伝
統
を
持
ち
、
産
業
、
文
化

を
育
て
て
き
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
合
併
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
の
地
域
の
特
性
や
伝
統

文
化
を
い
か
に
守
り
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
さ
ら
に
、

よ
り
高
い
水
準
の
住
民
福
祉

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
検
討
が
な

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
新
潟
市
と
合
併
す

る
地
域
の
方
々
か
ら
も
、
新

潟
市
民
と
同
様
の
地
方
税
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
歳
入

増
、
さ
ら
に
合
併
に
よ
る
行


